




2025活動ハイライト

和紙を使ったランプシェードづくりを体験

デザインの世界に触れてみよう
3月26日開催

ITコンサルタントが沖縄県の南城市立大里北小学校で出張授業

デジタルの力でサステナブルな未来をデザインしよう
7月3日開催

for Kids & Youth Innovation

https://www.fif.jp/kidsyouth/

自由な発想でオリジナルのポスターづくりに挑戦

生成AIとつくろう！わたしたちの広島 PRポスター
3月27日開催

デザインの役割を理解したうえで実際に
体験できてとてもよかったです。アドバイ
スをもらいながら制作できました。

デザインをどういう視点から考え、日常生
活に役立たせるのかについて学ぶことが
できたのでとても楽しかったです。

ニコラさんの「デザインをするときは失敗
を恐れず、まず手を動かして挑戦すること
が大事」という言葉が心に残りました。

学校では教えてもらう機会のないようなこ
とを学べてよかったです。デザインの奥深さ
を知り、とても興味がわきました。

Ｆ Ｉ Ｆでは、幅広い年齢の子どもたちに向けて、自ら課題を見つ
け解決していくためのキャリア教育や、コンピューティング
教育の機会を提供しています。2025年は、子どもたち一人
ひとりの可能性を広げることを目指し、アートやデザインに
触れるイベントや、生成AIを学ぶイベント、理系に興味のある
中高生を対象としたキャリア教育イベントを開催しました。

「たるポ」(株式会社中国新聞社運営）協力のもと、活用が急速に広がって
いる生成AIについて学ぶイベントを開催しました。
広島市内外の小学4～6年生18名が参加し、生成AIを使って広島の魅力を
伝えるポスターづくりに挑戦しました。生成AIに相談しながらキャッチ
コピーとコピーに合うビジュアルをグループごとに制作。「色を鮮やかに」
「原爆ドームを大きく」など細かく指示しながら理想のイメージに近づけて
いきました。発表会ではポスターの見どころやこだわったポイント、生成
AIを使った感想を話しました。

大里北小学校の総合学習の一環として、5年生の児童56名に出張授業を
行いました。授業では、テクノロジーの活用が企業の課題解決とSDGsの
目標実現にもつながっている事例を学んだ後、グループに分かれてサス
テナブルな社会をつくるためにデジタル技術をどのように使えばいいか
をディスカッションしました。 発表会では、安全な水を確保できない人に
向けてろ過技術の解説動画を提供することや、監視カメラやセンサーを
使って絶滅危惧種の保護を目指すアイデアを発表。ITコンサルタントから
講評を受けながら技術の可能性について考えました。

ブティックの内装や化粧品のパッケージデザインなどを手掛ける
株式会社キュリオシティと、小学5、6年生と中学生を対象に
した「デザインの世界に触れてみよう」を開催しました。
参加者は、フランス出身のクリエイティブディレクター、
グエナエル・二コラ社長からデザインの役割や機能について
学んだ後、デザイナーに相談しながら和紙を使ってランプ
シェードを思い思いに作りました。続いて一人ずつ作品の
テーマやコンセプトを発表し、ニコラ社長からコメントやアド
バイスをもらいました。
質問会では「ニコラさんが、デザインするときに大切にしている
ことは何ですか？」「日常生活のなかでインスピレーションを得る
にはどうすればいいですか？」といった質問があがりました。

FIF REPO
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参加者の声

自分たちがしたいことを生成AIに伝え、AI
の案を参考にしながら、よりよいものにする
ことができたのがとても楽しかったです。

友達と意見を出し合いながら一つのポス
ターをまとめたことが心に残りました。
生成AIに触れる機会は珍しいので、とても
よい体験ができました。

参加者の声

人間の力だけでは解決できない問題もあ
るので、デジタルやAIはSDGsの目標を達
成するのに便利だと思いました。

授業を受けて、ITコンサルタントの仕事
は、困ったことをデジタル技術を使って解
決する仕事だとわかりました。

参加者の声
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STEAM教育の先駆的な取組みである「宇宙エレベーターロボット競技会」
の全国大会の運営に2025年も協力しました。12回目となる大会には、
地方予選を突破した小中高生27組90名が集結。独創的なロボットで
大小の玉を効率よく正確に運ぶミッションに挑みました。真剣な眼差しで
機体を見守るなか、成功すると大きな拍手と歓声がわきました。

宇宙エレベーターロボット競技会

11月23日開催　会場：神奈川大学 横浜キャンパス

2025活動ハイライト

for Kids & Youth Innovation

主催：宇宙エレベーターロボット競技会実行委員会

ITコンサルタントの仕事を知り、化粧品×AIサービスを体験

IT企業で考える「わたしの未来」フューチャー オフィスツアー
7月31日開催

日本女子大学附属中学校・高等学校の企業訪問の一環として、生徒11名
をフューチャー株式会社に迎えました。生徒たちは女性社員から進路選択
やITコンサルティングの仕事について話を聞いた後、文理選択の決め手や
勉強法などを質問し、キャリアについて考えました。続いてコンピューター
の技術革新の歴史を学び、生成AIを使った新聞制作に挑戦。グループごと
にこの日の体験を生成AIで記事にし、オリジナルの紙面を完成させました。
最後はAIが紙面を講評するというサプライズもあり、楽しみながら生成AI
によって広がる未来の可能性に触れました。

公益財団法人 山田進太郎D&I財団が推進する中高生女子向けSTEM
（理系）領域のツアー型体験プログラム「Girls Meet STEM」にフュー
チャー株式会社として初めて参画しました。オフィスツアーには33名が参
加。ITコンサルタントの仕事や、顔写真から似合う眉の形を提案するAIの
開発について学び、実際にアプリケーションのデモを体験。最新技術を
使った新しいサービスのアイデアも出し合いました。続くキャリアトークで
は、理系出身の女性社員から仕事の楽しさややりがいを聞き、進学や
キャリアについて意見交換しました。

フューチャーのオフィスで生成AIを使った新聞制作を体験

わたしの未来 キャリアトーク＆生成AIワークショップ
7月29日開催

理系、文系関係なくITの仕事に就いてい
るということが印象に残りました。
大学の学部進学について悩んでいましたが、
ヒントを得ることができました。

私のAIのイメージは“正しい情報だけで
はない”でした。けれど、AIは使う私たち
次第なんだなと思いました。 

Ｆ Ｉ Ｆは2023年より、中高生を対象に理系の魅力を発信する「キャリアセミ
ナー」に力を入れています。これまでオンラインやフューチャー本社（東京）
で実施してきましたが、各地域で活躍する理系出身の先輩と交流する場を
提供しようと、北海道の札幌光星学園、札幌光星中学校で開催しました。 
セミナーには、北海道大学病院 整形外科 清水智弘先生、株式会社ファイ
ターズ スポーツ＆エンターテイメント 総務人事部 柳下堅志氏、フュー
チャーのITコンサルタントが登壇し、理系に進んだ理由や現在の仕事など
について話しました。質疑応答では中高時代にやっておくといいことや
会社を選んだ理由などを紹介。最後に「みなさんの可能性は無限にある。
気持ちに正直になって自分の未来について考えてほしい」とエールを
送りました。生徒からは「働くことへのイメージがより鮮明になった」と
いった声が寄せられました。

札幌光星学園 札幌光星中学3年生73名が参加

わたしの未来 キャリアセミナー
～北海道で活躍する先輩を知ろう！～
11月6日開催

参加者の声

普段の生活のなかでは聞くことのなかった
理系のキャリア、考え方を知ることができ
てすごく貴重な経験になりました。

理系もしくは文系が苦手だからとあきらめ
るのではなく、自分の得意や興味を活かせ
ばよいという話が一番印象に残りました。

参加者の声

ぼんやりとしていた文理選択や将来、進
路のことに対して考え方のヒントや、新し
い視点をもてるような貴重な話を聞くこ
とができました。

自分にあった眉を調べるために顔の点を
座標上に表すという考え方が面白いし、
学校で習う数学が実際に仕事に使われ
ることがあるのかと驚きました。

参加者の声

協力イベント
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日頃は同じ業界内での情報交換が主体で、
異業種が直面する課題感に触れる機会に
乏しいため、新鮮かつ自らの知見や視野
を広める大変よい機会となりました。

業種は異なっても、経営層のコミットメン
トや事業部門の理解など、自社がDXを
推進するうえで不可欠な「要諦」を学ぶこ
とができました。

参加者の声

AIが進化していくなかでどのような価値が
生み出せるか、人間の役割は何かという点
において、非常に示唆に富んでおり、今後
のビジネスにも活かせると感じました。

技術や事例だけでなく、その先の社会や
ビジネスの在り方まで考えさせられる大
変有意義なセミナーでした。今後の取組
みに活かしたいと思います。

参加者の声

2025活動ハイライト

for Business Innovation

Ｆ Ｉ Ｆは企業の経営層・リーダー層が業種・業界の枠を越えて
集い、共通のビジネス課題を議論する相互研鑽の場を提供し
ています。2025年度は「企業価値を高めるためのDX戦略」を
テーマに2回にわたるワークショップと、その総まとめとなる
セミナーを開催しました。 https://www.fif.jp/member/

企業価値を高めるためのDX戦略
第2回 3月13日開催 第3回 9月30日開催

2024年11月にスタートした「イノベーションワークショップ 2024-2025」
では、DXの取組みや組織・人材育成に関する企業の先進的な事例紹介
と、異業種の参加者同士によるディスカッションをつうじて、自社のDX戦
略のヒントを得る機会につなげました。

経営・業務・ITが三位一体で変革を推進する荏原製作所の事
例を紹介いただき、「攻めと守り」の両面で最新技術を事業
戦略へつなげる手法を学びました。グループディスカッション
では、企業変革に向けた取組みや課題を共有しながら、自社
でどのように活かせるかを活発に議論しました。

第2回

ソニーグループの経営をリードする人材を育成する「ソニー
ユニバーシティ」の取組みと、個の成長をグループ全体の成長
につなげる人材育成のあり方について講演いただきました。
続いてグループごとに組織と人材を軸に各社の課題を整理し、
解決のための重要な視点や取るべき施策を議論しました。

第3回

イノベーションワークショップ 2024-2025

エグゼクティブセミナー 2025

荏原製作所におけるDXの取り組み
経営～業務部門～IT部門の三位一体の企業変革

株式会社荏原製作所 執行役 CIO（情報通信担当）

テーマ：「企業変革」のための施策と課題

ソニーグループの事業の進化と、
変革を促すリーダーシップ

ソニーユニバーシティ  学長 

テーマ：DX推進における人材・組織の課題と突破口

●講演

●グループディスカッション

●講演

●グループディスカッション

FIF REPO
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全3回シリーズで実施した「イノベーションワークショップ 2024-2025」の集大成として、6年ぶりにエグゼクティブセミナーを開
催しました。先端技術のビジネス実装の可能性から企業における先進的なDX戦略、生成AIの最新動向まで、多角的な視点から
企業の未来を切り拓くための知見を共有しました。

企業価値を高めるためのDX戦略
DXの最前線から、その先へ
11月21日開催　会場：ホテルオークラ東京

技術を駆使し、身体的な制約や時空を超えて人間がやりたいことの実現を
目指す「自在化」という概念を紹介。自在化がクリエイティビティの出発点と
なり、新しいビジネスの創出や社会を変える可能性をお話しいただきました。

「自在化」はビジネスや社会に何をもたらすか
特別講演1

稲見 昌彦
東京大学 総長特任補佐 先端科学技術研究センター 副所長 教授

ものづくり技術とデジタル技術の融合に向けた具体的なプロセスや、改革推
進にはデジタル人材の育成が不可欠であることに加え、人や技術といった自
社の無形資産の事業化による企業価値向上について紹介いただきました。

DXが切り拓く企業の未来
特別講演2

久世 和資
旭化成株式会社 取締役 副社長執行役員　研究開発・DX・知的財産統括

飛躍的に進化する自律型AIをビジネスで活用するには業務プロセス、データ、
システムの3つの領域で「AI Ready」の状態にすることが重要であり、AI中心
の「AI-Native」への変革がビジネスの優位性につながると解説しました。

生成AIの最新動向とビジネス応用の可能性
当社からの発信

森下 睦
フューチャー株式会社 チーフリサーチエンジニア 博士 （情報科学）

小和瀬 浩之 安部 和志
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質の高い教育をみんなに

これからの時代は、いま以上に自ら課題を見つけ、仲間と協力して解決策を
見出す力が求められます。キッズ・ユース向けとして、未就学児から大学生まで、
幅広い年代に向けて様々なプログラムを実施しています。2025年は、世界を
舞台に建物やプロダクトのデザインを手掛けるフランス人デザイナーから、デ
ザインの役割と機能について学び、ランプシェードを創作するイベントを開催
しました。今後もＦ Ｉ Ｆでは、文系・理系の枠を越えた学びや、クリエイティブな
発想と創造で課題解決していくための能力を磨く場を提供していきます。

働く技能を備えた若者と成人の割合を増やす

産業と技術革新の基盤をつくろう

様々な業種・業界の経営者、次世代リーダーを対象に世界の潮流や最新技術
の動向を知り、共通のビジネス課題を議論するオープンイノベーションの場を
設けています。2024年から2025年にかけて「企業価値を高めるためのDX戦
略」としてワークショップを全3回開催し、活発に意見を交わしました。 
キッズ・ユース向けでは、子どもたちが早くから自身の将来を考え、社会をデザ
インする力を養う場を提供するべく、経営層との対話や最新技術に触れる独
自のプログラムを実施しています。

産業セクターにおける科学研究を促進し、技術能力を向上させる

人や国の不平等をなくそう

フューチャー株式会社の有志社員による自社開発VRアプリを用いて、2016年より「VR
ブラインドサッカー®」の普及活動を推進しています。バーチャル体験会や小学校への
出張授業の実施などをつうじ、ITを活用したパラスポーツ体験の場を提供しています。
また、ITをツールに、パラスポーツを普及させるためのアイデアを考えて発表する「ス
ポーツアイデアソン」、さらに実装まで行う「スポーツハッカソン」など、共生社会の実現
に向けて考え、学びの機会を創出しています。

すべての人の能力を強化し、社会・経済・政治への関わりを促進する

TARGET 10.2

パートナーシップで目標を達成しよう

F I Fの活動は企業、行政、学校など様々なステークホルダーの協力が不可欠
です。経営層・次世代リーダー向けには、産官学民の連携の在り方や地域創
生について、有識者を交えて議論するセミナーを定期的に開催しています。
キッズ・ユース向けでは、ITコンサルタントによる出張授業「デジタルの力でサ
ステナブルな未来をデザインしよう」を開催し、持続可能な社会をつくるため
にデジタル技術をどのように活用するかをディスカッションするなど、子どもた
ちにとって学びと体験の場となるプログラムを作り上げています。

効果的な公的・官民・市民社会のパートナーシップを推進する

ジェンダー平等を実現しよう

日本経済の持続的成長には、女性の理系人材育成が重要です。私たちは、理系
分野に関心を持つ女子学生の学びを応援しています。2023年は企業や大学の
研究室で活躍する女性を講師に招いたオンラインセミナーを、2024年には理
系出身のITコンサルタントとの交流イベントを開催。2025年は、生成AIを活用
した新聞紙面づくりや、化粧品会社のプロジェクトに携わるエンジニアから機
械学習や画像処理といった実際のIT技術に触れるイベントを実施しました。今
後も理系キャリアに関心を持つ女性を支援する活動を継続していきます。

政治、経済、公共分野での意思決定において、
女性の参画と平等なリーダーシップの機会を確保する

TARGET 5.5

TARGET 17.17

TARGET 9.5
F I Fの活動とＳＤＧs
SDGs（持続可能な開発目標）への貢献を目指して
Ｆ Ｉ Ｆは設立以来、築いてきたネットワークやノウハウを活かし、様々な取組みをつうじて
国際社会共通の目標、SDGs達成への貢献を目指しています。
17の目標のなかでも次の5つのゴールとそれに紐づくターゲットに向けて活動を推進しています。

TARGET 4.4
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プレスクリッピング

フューチャー、小学生対象「生成AIとつくろう！
わたしたちの広島PRポスター」27日開催

ICT教育ニュース　2025年3月25日

生成AI活用　小学生が挑戦

中国新聞  2025年4月8日

フューチャーが「Girls Meet STEM」に参画、
中高生女子向けオフィスツアーを7月31日開催

女子中高生向けオフィスツアー 
- フューチャー・NVIDIA・日産自動車・キヤノン編 -

ICT教育ニュース　2025年6月6日 マイナビニュース  2025年10月9日

発行：2026年3月

Facebook、YouTubeでも随時情報発信中！

https://www.fif.jp

公式サイト

運営

フューチャー イノベーション フォーラム
事務局 ： 〒141-0032　東京都品川区大崎1-2-2 アートヴィレッジ大崎セントラルタワー（フューチャー株式会社内）

お問い合わせ

メディアでイベントが紹介されました

https://ict-enews.net/2025/03/25future-2/URL

https://ict-enews.net/2025/06/06future-2/URL https://news.mynavi.jp/kikaku/officetour-15/URL
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中国新聞社の許諾を得ています
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